
重
点
活
動
テ
ー
マ
の
活
動
に

�

つ
い
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

登
別
市
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

観
光
・
経
済
委
員
会

予
算
・
決
算
議
案
に
係
る

�

審
査
指
針
を
策
定

予
算
・
決
算
委
員
会

　委
員
会
と
し
て
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
～
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
～
」
に
つ
い
て

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　７
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
次
の
２
市
１
町
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　静
岡
県
掛
川
市
で
は
、
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
、
生
活

支
援
を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域
拠
点
で
あ
る
「
ふ
く
し

あ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
山
梨
県
北
杜
市
で
は
通
所
型
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
拠
点
づ
く
り
と
、
配
食
・
見
守
り
を

中
心
と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
埼
玉
県
小
鹿
野
町
で
は
、
国
保
町
立
小
鹿
野
中

央
病
院
を
核
と
し
た
医
療
機
関
と
の
連
携
を
柱
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
視
察
内
容
を
基
に
、
７
・
８
月
に
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
や
登
別
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
い
と
の

意
見
交
換
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

わ
か
く
さ
を
視
察

し
、
今
後
の
委
員

会
活
動
に
向
け
、

委
員
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　６
月
15
日
に
、
公
営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
祥
夫

氏
を
議
会
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
招
き
、
登
別
市
上

下
水
道
会
計
の
仕
組
み
と
、
本
市
の
上
下
水
道
事
業
の
現

状
、
本
事
業
会
計
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　概
要
と
し
て
、
下
水
道
事
業
は
各
年
度
と
も
利
益
を
確

保
で
き
る
が
４
年
ご
と
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

上
水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
平
成
32
年
以
降
は

赤
字
経
営
に
転
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急

務
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
７
月
11
日
に
は
、
担
当
部
職
員
と
と
も
に
幌
別

浄
水
場
、
千
歳
浄
水
場
、
登
別
漁
港
内
に
建
設
中
の
製
氷

施
設
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　幌
別
浄
水
場
の
配
水
区
は
幌
別
地
区
全
域
に
わ
た
り
、

供
用
開
始
は
昭
和
37
年
で
50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

　市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
要
で
あ
る
上
水
道

の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
市
政
運
営
に

関
す
る
諸
問
題
に
お
い

て
も
優
先
順
位
を
上
げ

て
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

�

（
若
木
）

　本
委
員
会
は
、
登
別
市
議
会
基
本
条
例
を
順
守
し
た
審

査
が
必
要
と
考
え
、
次
の
３
点
か
ら
な
る
「
予
算
議
案
及

び
決
算
認
定
議
案
に
係
る
審
査
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
第
２
条
「
議
会
の
活
動
原
則
」
を
踏
ま
え
、
行
政
が
抱

え
る
問
題
・
課
題
や
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
な
ど

の
情
報
提
供
を
す
る
過
程
で
、
市
民
の
考
え
の
把
握
な
ど

充
実
し
た
調
査
活
動
を
行
い
、
政
策
や
事
業
の
論
点
お
よ

び
争
点
を
明
確
に
し
て
審
査
す
る
。
②
第
４
条
「
議
員
の

活
動
原
則
」
が
求
め
る
研
修
へ
の
参
加
や
そ
の
機
会
の
拡

充
に
取
り
組
み
、
俯ふ

瞰か
ん

的
か
つ
大
局
的
な
視
点
や
本
質
を

見
抜
く
洞
察
力
を
養
う
と
と
も
に
、
市
民
の
政
策
要
望
の

的
確
な
そ
し
ゃ
く
と
理
解
を
深
め
た
上
で
、
論
理
的
思
考

に
よ
り
審
査
す
る
。
③
第
11
条
「
政
策
形
成
情
報
の
明
示
」

の
「
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
な
ど
の
６
つ
の

政
策
形
成
情
報
は
、
最
も
重
要
な
審
査
項
目
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
今
後
の
ま
ち
の
将
来
に
も
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
６
項
目
の
基
本
審

査
項
目
に
留
意
し
て
審

査
す
る
。

　今
後
は
、
こ
の
審
査

指
針
の
運
用
と
第
３
条

「
委
員
会
の
原
則
」
に

基
づ
い
た
委
員
会
活
動

を
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

委 員 会 だ よ り

「
防
災
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て

�

研
修
会
開
催

行
政
視
察
の
受
け
入
れ
状
況

議
会
広
報
・
広
聴
の

�

調
査
研
究
、
改
善
を
検
討

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
議
会
情
報
の
公
開
・
広

聴
に
関
し
て
、
８
月
７
日
、
８
日
に
石
狩
市
、
北
広
島
市
、

旭
川
市
を
視
察
し
、
各
種
取
り
組
み
を
比
較
参
考
に
し
な

が
ら
、
改
善
お
よ
び
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
議
会
だ
よ
り
は
、
全
国
で
も
珍
し
く
議
員

自
身
が
編
集
校
正
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
市
で
は
、

専
門
業
者
が
編
集
作
業
や
掲
載
記
事
の
提
案
を
行
い
、
見

や
す
さ
や
市
民
の
興
味
を
引
く
工
夫
な
ど
、
既
読
率
向
上

に
つ
な
が
る
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。
北
広
島
市
は
、
一

般
質
問
の
内
容
や
体
裁
、
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
載
せ
、

見
や
す
さ
を
工
夫
し
、
各
議
員
の
責
任
に
お
い
て
作
成
す

る
こ
と
で
、
編
集
作
業
の
負
荷
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
導
入
が
早
く
、
現
在
の

シ
ス
テ
ム
進
化
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
議
会
中
継
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

議
会
の
情
報
が
早
く
広
く
深
く
、
市
民
に
届
く
よ
う
改
善

を
進
め
ま
す
。

　本
市
議
会
の
広
聴
活
動
は
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
主

に
議
会
運
営
委
員
会
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
旭
川

市
は
広
聴
広
報
委
員
会
が

意
見
交
換
会
な
ど
を
企

画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
、
し
や
す
い
広
聴

活
動
と
は
何
か
、
議
論
中

で
す
。

�

（
千
田
）

　近
年
、
本
市
で
も
異
常
気
象
と
思
え
る
現
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
元
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
現
在

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
職
員
の
國
田
博
之
氏
を
講
師

に
迎
え
、
「
登
別
市
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
北
海
道
有
数
の
火
山
近
接
地
、
大
雨
地
帯
、

そ
し
て
30
年
以
内
に
震
度
５
強
や
10
ｍ
近
い
大
津
波
の
来

襲
の
可
能
性
が
あ
る
本
市
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
か
ら
、
登

別
市
は
北
海
道
一
の
防
災
先
進
都
市
に
な
れ
る
と
あ
り
ま

し
た
。

　

　東
日
本
大
震
災
の
事
例
で
は
、
想
定
外
の
地
域
へ
の
浸

水
や
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
触
れ
、
想
定
に
と
ら
わ
れ

ず
最
善
を
尽
く
し
率
先
し
て
避
難
す
べ
き
と
説
き
、
子
ど

も
の
防
災
教
育
は
後
世
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。

　本
市
が
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
都
市
に
な
る
た
め
に
は
、

①
火
山
・
地
震
・
津
波
・
大
雨
の
リ
ス
ク
を
知
る
②
２
０

１
２
年
の
大
停
電
の
経
験
を
活
か
し
た
平
時
か
ら
の
備
え

③
い
ざ
と
い
う
時
の
動
き

の
た
め
の
防
災
教
育
④
行

政
と
市
民
の
役
割
分
担
と

共
助
で
き
る
市
民
、
こ
の

４
点
の
ソ
フ
ト
対
策
が
大

切
と
し
、
こ
れ
ら
は
市
民

の
安
全
・
安
心
に
加
え
、

新
た
な
ま
ち
の
姿
に
つ
な

が
る
講
演
で
し
た
。

�

（
松
山
）

　毎
年
、
全
国
各
地
の
議
会
が
本
市
を
視
察
し
に
訪
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
合
計
で
26
団
体
、
239
名
が
訪
れ
ま

し
た
。

　左
の
視
察
項
目
を
見
る
と
、
本
市
は
、
有
名
な
観
光
地

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
議
会
改
革
の
先
進

地
と
し
て
の
取
り
組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
以
上
を
占
め
、

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　ま
た
、
視
察
を
受
け
入
れ
る
時
は
、
市
内
で
の
宿
泊
を

お
願
い
し
て
お
り
、
経
済
効
果
や
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
側

面
も
期
待
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

委 員 会 だ よ り

地　域 都道府県 団体数 人　数
北海道 2 29

東　北 宮城、秋田、山形、福島 7 57
関　東 茨城、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川 9 79
中　部 石川、長野、静岡、愛知 4 34
近　畿 兵庫 1 5
四　国 香川、愛媛 2 25
九　州 大分 1 10

合　計 26 239
主な視察項目 件　数

・観光振興
・外国人観光客の誘客
・札内高原館（廃校利用）　など

12

・議会改革
・議会サポーター制度　など 11

・登別市小中学校英語推進プログラム
・土曜授業推進事業　など 3

平成２８年度　地域別受け入れ状況

45 議会だより　でぃすかす


